
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年１０月１１日                全国一般神奈川                    第２６９（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
１
０
月
１
２
日 

１
３
時 

ウ
エ
ブ 

丈
夫
屋
法
対 

●
１
０
月
１
２
日 

１
７
時 

新
杉
田
駅 

最
賃
情
宣
行
動 

●
１
０
月
１
２
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
１
０
月
１
３
日 

１
６
時 

会
社 

日
立
情
報
通
信
団
体
交
渉 

●
１
０
月
１
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
１
０
月
１
４
日 

１
５
時 

局 

郵
便
都
筑
局
団
体
交
渉 

 

●
１
０
月
１
５
日 

１
５
時 

厚
木 

郵
政
会
議 

●
１
０
月
１
５
日 

１
８
時 

厚
木 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
１
０
月
１
６
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
１
０
月
１
６
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
１
０
月
１
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
回
担
当
者
会
議 

 

●
１
０
月
２
３
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
会
議
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議 

●
１
０
月
２
３
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
１
０
月
２
４
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

●
１
０
月
２
４
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
勉
強
会 

 

●
１
０
月
２
５
日 

１
２
時
３
０
分 

ウ
エ
ブ 

丈
夫
屋
地
位
確
認
裁
判
第
１
２
回
弁
論 

 

●
１
０
月
２
６
日 

１
６
時 

平
労
会
館 

Ｆ
Ｆ
１
５
０
０
実
行
委
員
会 

 

●
１
０
月
２
７
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

第２５回定期大会成功！ 
「安心して働き・生活できる社会」実現のために更なる闘いを！ 

  

９
月
２
５
日
、
全
国
一
般
神
奈
川

は
、
か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で

第
２
５
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
来
賓
招

請
の
限
定
を
行
い
、
会
場
に
は
組
合
員

４
０
人
が
集
結
、
来
賓
と
し
て
、
全
国

協
の
平
賀
委
員
長
、
県
共
闘
の
川
端
議

長
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
の
小
栗
さ
ん
、
白

井
さ
ん
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

議
長
に
郵
便
小
田
原
の
瀧
山
さ
ん
、

書
記
に
多
摩
川
病
院
の
藤
城
さ
ん
を

選
出
し
、
丈
夫
屋
の
団
交
拒
否
・
解
雇

と
の
闘
い
、
し
ら
ゆ
り
歯
科
の
雇
止
め

と
の
闘
い
、
ビ
ス
テ
オ
ン
の
賃
金
カ
ッ

ト
と
の
闘
い
を
は
じ
め
、
非
正
規
労
働

者
、
労
働
相
談
、
２
２
春
闘
の
取
組
み

な
ど
、
こ
の
一
年
の
活
動
の
総
括
を
全

体
で
確
認
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
権
利

侵
害
と
闘
い
全
て
の
争
議
に
勝
利
す

る
こ
と
、
生
活
破
壊
を
許
さ
ず
２
３
春

闘
を
闘
う
こ
と
、
最
賃
闘
争
、
労
働
相

談
に
取
り
組
む
こ
と
、
労
働
法
制
改
悪

反
対
、
脱
原
発
、
反
戦
・
反
基
地
、
反

差
別
の
闘
い
の
強
化
、
全
国
、
地
域
の

仲
間
と
の
連
帯
強
化
に
よ
る
組
織
強

化
を
柱
と
し
た
今
年
度
の
運
動
方
針

を
承
認
、
例
年
通
り
年
間
ス
ト
ラ
イ
キ

権
を
確
立
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
役
員

改
選
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
季
に
向
け

た
そ
の
た
め
の
準
備
が
課
題
で
す
。 

来
賓
に
つ
い
て
は
、
全
国
協
か
ら
は

時
間
の
関
係
で
議
事
前
に
、
県
共
闘
と

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
か
ら
は
、
全
て
の
議
事

終
了
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
熱
い
連

帯
挨
拶
を
頂
き
、
全
体
で
確
認
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
に
先
立
ち
１
４
の
組

合
・
関
係
者
か
ら
頂
い
た
連
帯
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
会
場
で
確
認
し
、
今
年
度
は
そ

の
後
に
、
参
加
し
た
組
合
員
の
紹
介
と

一
言
挨
拶
の
時
間
を
設
け
、
組
合
員
間

の
交
流
の
第
一
歩
と
し
ま
し
た
。 

今
春
以
降
、
資
源
の
高
騰
や
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
異
常
気
象
等
を

理
由
に
、
食
料
品
を
中
心
と
し
た
諸
物

価
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
更
に
円
安
に

よ
っ
て
こ
の
秋
以
降
も
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
が
続
き
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か

し
て
い
ま
す
。
生
活
を
守
る
た
め
、
雇

用
を
守
る
た
め
に
、
全
て
の
組
合
員
が

全
力
を
挙
げ
て
闘
い
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

 
 
 
 

（
書
記
局
） 

全
国
一
般
神
奈
川
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会 

１
１
月
２
０
日
（
日
） 

１
１
時 

野
島
公
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２０２２年１０月１１日               全国一般神奈川                    第２６９号（２） 

神奈川の最賃は 10/1 から 1,071 円に 

神
奈
川
の
最
低
賃
金
は
１
０
月

１
日
か
ら
１
０
７
１
円
に
な
り
ま

す
。
物
価
高
騰
の
折
、
１
ヵ
月
４

６
５
０（
３
１
円
×
１
５
０
時
間
）

の
賃
上
げ
で
、
生
活
は
と
て
も
維

持
で
き
ま
せ
ん
。 

政
府
統
計
で
も
物
価
上
昇
で
、

１
ヵ
月
の
計
費
は
昨
年
比
で
も
す

で
に
６
０
０
０
円
近
く
上
が
っ
て

い
ま
す
。
年
内
の
物
価
上
昇
に
は

と
て
も
が
対
応
で
き
ま
せ
ん
。 

日
本
の
非
正
規
労
働
者
は
、
雇

用
労
働
者
の
４
割
を
占
め
、
そ
の

多
く
は
最
低
賃
金
水
準
で
働
い
て

い
ま
す
。 

そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、
会
社
解
散
、
整
理
解
雇
、

雇
い
止
め
、
シ
フ
ト
減
ら
し
が
増

え
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
多
く
の
困
窮
す
る

労
働
者
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
た

め
に
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
の

確
立
、
来
春
闘
で
の
大
巾
賃
上
げ

の
為
に
、
組
合
を
拡
大
し
さ
ら
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
県
共
闘
の
最

賃
宣
伝
行
動
、神
奈
川Fightｰ

For
１
５
０
０
実
行
委
の
最
賃
集
会
に

参
加
し
、
そ
の
成
功
に
向
け
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！ 

 

（
米
山
） 

 

こ
の
度
、
テ
ク
ノ
ウ
エ
ー

ブ
の
清
水
さ
ん
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
、
長
ら
く
課
題
と

な
っ
て
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。 

労
働
組
合
の
取
組
み
が
タ

イ
ム
リ
ー
な
記
事
と
し
て
更

新
さ
れ
、
課
題
別
・
テ
ー
マ

別
に
記
事
を
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
に
日
頃
閲
覧
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ぜ
ひ

働
く
仲
間
へ
の
拡
散
を
お
願

い
し
ま
す
！
（
書
記
局
） 

９
月
１
９
日
、
代
々
木
公
園

で
「
さ
よ
う
な
ら
戦
争
さ
よ
う

な
ら
原
発
大
集
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
台
風
の
影
響
に
よ
り

断
続
的
に
激
し
い
雨
が
降
る

中
、
一
万
三
千
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
私
た
ち
も
県
共
闘
の
仲

間
と
共
に
「
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
求
め
る
思

い
」
で
参
加
し
ま
し
た
。 

集
会
は
主
催
者
の
「
き
ょ
う

は
、
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
が

強
行
採
決
さ
れ
て
か
ら
７
年

目
の
日
で
す
。
平
和
と
暮
ら
し

第
一
の
政
治
を
求
め
る
声
と

運
動
を
さ
ら
に
強
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
挨
拶
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

立
憲
野
党
の
方
々
か
ら
連
帯

の
挨
拶
、
そ
し
て
闘
い
の
現
場

か
ら
は
、
佐
藤
福
島
原
発
刑
事

訴
訟
支
援
団
団
長
の
「
福
島
事

ホームページ改定しました！ 

故
は
終
わ
っ
て
い
な
い
」、
東

海
第
２
原
発
差
止
訴
訟
の
大

石
さ
ん
か
ら
「
原
発
の
再
稼
働

や
新
設
を
止
め
る
闘
い
を
」
と

の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
り
、
集
会
途

中
で
は
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
！ 

 

全 国 一 般 神 奈 川 

2022 年 10 月からの都道府県別最低賃金(高い順)  
厚生労働省 HP「令和 4 年（2022 年）度地域別最低賃金改定状況」より 

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、

さ
よ
う
な
ら
原
発
呼
び
か
け

人
の
鎌
田
慧
さ
ん
は
「
国
葬
費

用
は
最
初
低
く
見
せ
て
、
実
際

は
い
く
ら
使
う
か
分
か
ら
な

い
。
国
葬
は
法
的
根
拠
も
な
く

閣
議
で
決
め
ら
れ
た
が
、
国
葬

反
対
が
世
論
だ
。
原
発
は
政
府

が
全
面
に
立
ち
新
増
設
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。
岸
田
政

権
を
変
え
て
い
こ
う
。」
と
結

び
、
集
会
か
ら
デ
モ
に
移
つ
り

ま
し
た
。
デ
モ
は
渋
谷
駅
方
面

に
向
か
い
街
ゆ
く
人
に
「
さ
よ

な
ら
戦
争
さ
よ
な
ら
原
発
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
約
１
時
間
の
行

動
で
終
了
し
ま
し
た
。 

（
合
同
支
部 

佐
藤
） 

検 索 全 国 一 般 神 奈 川 


